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「復興農学会」事務局会議（第26 回） 議事録 

 
文責 新田 洋司（福島大学） 

 
日時 2021 年1 月8日（金）15時00 分～15時55 分 

方法 ZoomによるWeb 会議 
出席者 溝口 勝（東京大学）、杉野 弘明（同）、黒瀧 秀久（東京農業大学）、菅原 優（同）、大川 泰一郎

（東京農工大学）、内田 修司（福島高専）、新田 洋司（福島大学）、横山 正（同）、松島 武司（福

島イノベ機構） 

（敬称略） 
 

議事録 
1．本学会会員の名簿整理と会員数の確保について（新田）【資料】 

 新田より資料にもとづいて会員の名簿および会員数等について説明があった。また、日本学術会議の「強

力学術研究団体」への指定申請について、「会員数が100 名以上、研究者が半数以上」の要件があるが、こ

れらはクリアできる見込みとの報告があった。 
 整理した名簿を新田にまだ提出していない各大学等にあっては、非会員に入会を勧誘した上、整理した

名簿を、1 月15 日（金）までに新田に提出することが確認された。そして、1 月18 日（月）の本会議で、

最終的に名簿を一時確定することとなった。 

 
・会員区分別 

会員区分 名簿記載者 

研究者・非研究者 

（新田の判断等による） 

研究者 非研究者 

正会員 65 39 8 

学生会員 37 27 0 

シニア会員 10 9 1 

非会員 139 82 57 

賛助会員・その他 3 0 3 

計 254 157 97 

 

・大学等のみ 

大学等 計 
会員・非会員 

研究者・非研究者 

（新田の判断等による） 

会員等 非会員 研究者 非研究者 

茨城大学 2 2 0 2 0 

岩手大学 1 0 1 1 0 

宇都宮大学 2 2 0 2 0 

京都大学 1 1 0 1 0 

近畿大学 1 1 0 1 0 

郡山女子大学 2 2 0 2 0 

佐賀大学 5 5 0 5 0 

専修大学 1 1 0 1 0 

筑波大学 1 1 0 1 0 

東海大学 1 1 0 1 0 

東京大学 27 21 6 27 0 
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東京農業大学 6 5 1 6 0 

東京農工大学 14 3 11 14 0 

東北大学 19 2 17 19 0 

金沢学院大学 1 1 0 1 0 

新潟大学 4 1 3 4 0 

日本大学 4 2 2 4 0 

東日本国際大学 1 0 1 1 0 

弘前大学 2 1 1 2 0 

福島工業高等専門学校 9 9 0 9 0 

福島大学 36 15 21 36 0 

北海道大学 2 2 0 2 0 

三重大学 8 8 0 8 0 

宮城大学 2 2 0 2 0 

明治大学 5 4 1 5 0 

その他 10 0 10 10 0 

合計 167 92 75 167 0 

 

 
2．学会誌の編集状況について（横山） 

 横山 特任教授より、学会誌の編集状況について下記のように報告された。 
 ▼原著論文：現在、審査中。1 月8 日に査読結果が戻り、その後、著者に修正を依頼する。 

①JRAS-2020-P1、②JRAS-2020-P2 
 ▼現場からの報告：現在、審査中。 

①JRAS-2020-RFF1 
 ▼巻頭言 

生源寺 会長から受領済み。 
 ▼その他の原稿（原稿あり） 

  ①復興農学会設立記念シンポ抄録 
②復興農学会会則、会誌編集委員会規定、会誌投稿規定、会誌原稿作成要領、会誌原稿例 

 
 なお、「書評」（A4 判、半ページ程度）を掲載することとなり、審議の結果、下記の2 原稿を1 月22 日

（金）までに準備することとなった。 
  ①CAMPBELL, Colin, LICHTBLAU Quentin and MIZOGUCHI Masaru「Made in Fukushima」：溝口 教授

が原稿をどなたかに依頼。 
  ②田尾陽一著「飯舘村からの挑戦」：杉野 助教が執筆。 

 また、原稿執筆を依頼している川俣町長、インタビュー記事の掲載を予定している飯舘村長については、

担当者に原稿等の準備状況を確認することとなった。なお、場合によっては浪江町長に原稿の準備を依頼

することがあることが確認された。 
 新田より、学会誌第1 号については、福島大学の「復興知事業」予算を使って、冊子体も刊行する可能

性があることが報告された。 
 

 
3．その他 

（1）本学会の今後のあり方等について（新田） 
 新田より、本学会の各分野の今後のあり方等について話題提供があり、若干審議した。具体的には、本

学会内には種々の専門分野があるが、今年度内にあっては各専門グループ別に分かれた活動はとくにしな

いこと、しかし、各専門グループに分かれた活動の可能性も考えながら全体的な活動を継続すること等が
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確認された。 
 

以上 
 

今後の予定 
・東京農工大学研究活動報告会 「営農再開地域における先進的なオーガニック作物生産技術の開発」、

2021 年1 月9日（土）13時00 分より Zoom利用 
・事務局会議（第27 回） 2021 年1月18 日（月）15 時00 分～16 時00 分 Zoom利用 

・会誌第1 号の最終原稿集約 2021 年1月22 日（金） 
・郡山女子大学主催・本学会共催、「食と地域連携～葛尾村と食物栄養学科の取り組み～」、2021 年1 月23

日（土）13時00 分～15時30 分、郡山女子大学創学館・Zoom併用 
 

 


